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【問題 1】 次の 1 次系の伝達関数のベクトル軌跡を

描け。始点と終点の大きさと位相が分かるようにする

こと。
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(解答)

(1) 時定数 T = 1，ゲイン K = 2 より図 1となる。
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図 1:
2

s+ 1
のベクトル軌跡

(2) 時定数 T = 2，ゲイン K = 2 より図 2となる。
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図 2:
2

2s+ 1
のベクトル軌跡
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より，時定数 T = 1
2，ゲイン K = 1 より図 3と

なる。
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図 3:
2

s+ 2
のベクトル軌跡

【問題 2】 次の 2次系の伝達関数のベクトル軌跡を描

け。始点と終点の大きさと位相，虚軸との交点が分かる

ようにすること。
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(解答)

(1) ωn は

ω2
n = 1 ⇒ ωn = 1 (2)

となる。ζ は

2ζωn = 2 (3)

ζ =
2

2ωn
= 1 (4)

となり，始点は，

Kω2
n = 2 ⇒ K = 2 (5)

となる。虚軸との交点は

−K

2ζ
= −2

2
= −1 (6)

となる。よって，図 4となる。
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図 4:
2

s2 + 2s+ 1
のベクトル軌跡

(2) ωn は

ω2
n = 4 ⇒ ωn = 2 (7)

となる。ζ は

2ζωn = 2 (8)

ζ =
2

2ωn
=
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となり，始点は，

Kω2
n = 4 ⇒ K = 1 (10)
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となる。虚軸との交点は

−K

2ζ
= − 1

2× 1
2

= −1 (11)

となる。よって，図 5となる。
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図 5:
4

s2 + 2s+ 4
のベクトル軌跡


